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どうなる介護保険料どうなる介護保険料
試算では３,１００円程度試算では３,１００円程度

みんなで作る富良野 地域懇談会みんなで作る富良野　地域懇談会
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試
算
で
は         
３
１
０
０
円
程
度

介
護
保
険
は
、　

歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
が
保
険
料
を
納
め
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

４０

が
受
け
ら
れ
る
し
く
み
で
す
。
介
護
保
険
料
は
３
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
際
に
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

に
な
っ
て
く
る
の
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
保
険
料
が
適
切
か
ど
う
か
、
い
わ
ゆ
る
費
用
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
の
問

題
で
す
。
ま
た
介
護
保
険
事
業
を
円
滑
に
運
営
し
て
い
く
上
で
、
保
険
料
設
定
は　

歳
以
上
の
高
齢
者
（
第
１

６５

号
被
保
険
者
）
は
も
ち
ろ
ん
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で
（
第
２
号
被
保
険
者
）
の
方
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
か
と

４０

６４

い
う
意
味
で
非
常
に
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
こ
の
介
護
保
険
の
給
付
の
現
状
、
高
齢
者
の
人
口
推
計
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
次
期
事
業
運
営

期
間
（
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
）
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
被
保
険
者
（
市
民
）
の
み
な
さ
ん
が

１５

１７

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ど
う
な
る　
　

介
護
保
険
料

平成
１５年

度

   ～
１７年

度

平
成　

年
度
高
齢
化
率　

・
２
％

１９

２６

要
介
護
認
定
者
９
３
２
名
を
予
測
!

  
介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し
を
図
り
、

３
年
間
の
介
護
保
険
料
が
決
め
ら
れ
る
わ

け
で
す
が
、
こ
の
間
の
人
口
の
動
き
を
予

測
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
推
計
は
平
成
８
年
度
及
び

平
成　

年
度
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
を

１３

コ
ー
ホ
ー
ト
法
に
準
じ
て
推
計
し
た
も
の

で
す
。
ま
た
要
介
護
認
定
者
数
は
平
成　
１３

年　

月
時
点
で
の
認
定
者
の
出
現
状
況
か

１０
ら
推
計
し
た
も
の
で
す
。  

費用が決まり、
保険者の介護
（現行１７％、次
）が決まります。

その１
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必要な費
第1号被
保険料
期１８％）

平
成　

年
４
人
に
１
人
以
上
が
高
齢
者
、

１７

平
成　

年
後
期
高
齢
者
が
前
期
高
齢
者
を

１８

上
回
る
！

  
一
般
に
高
齢
化
率
が　

％
を
超
え
る
と

１４

高
齢
社
会
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
既
に
日
本

は
高
齢
社
会
の
真
っ
只
中
に
あ
り
、
超
高

齢
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
高
齢
化
率
は
平
成　

年　

月
で

１３

１０

　

・
３
％
と
全
国
・
全
道
と
比
較
し
て
高

２２い
状
況
に
あ
り
、
５
人
に
１
人
と
い
う
状

況
を
既
に
超
え
て
い
ま
す
。
平
成　

年
に

１７

は
市
民
の
４
人
に
１
人
以
上
が　

歳
以
上

６５

と
い
う
状
況
に
な
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

平
成　

年
に
は　

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

１８

７５

が　

歳
以
上　

歳
ま
で
の
前
期
高
齢
者
を

６５

７４

上
回
り
、
高
齢
者
の
半
数
以
上
が　

歳
以

７５

上
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

　

一
般
的
に
、
後
期
高
齢
者
の
方
が
要
介

護
認
定
者
と
な
る
可
能
性
が
高
い
と
い
わ

れ
、
後
期
高
齢
者
が
増
加
す
る
ほ
ど
認
定

者
も
増
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

近
づ
き
つ
つ
あ
る
限
界
！

現
行
２
８
０
０
円
の
介
護
保
険
料

　

現
在
、
本
市
で
は
月
額
２
８
０
０
円
で

介
護
保
険
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
実
質
保

険
料
（
実
際
に
か
か
っ
た
費
用
か
ら
算
出

し
た
保
険
料
額
）
は
平
成　

年　

月
で
２

１３

１０

６
９
３
円
で
す
か
ら
、
黒
字
基
調
に
あ
り

ま
す
が
、
今
後
の
高
齢
者
の
増
加
（
要
介

介護保険料の決まり方

� �

護
認
定
者
の
増
加
）
に
と
も
な
う
サ
ー
ビ

ス
量
の
増
、
施
設
入
所
者
の
増
を
考
え
た

と
き
、
現
行
の
２
８
０
０
円
で
の
介
護
保

険
事
業
運
営
は
限
界
に
近
づ
き
つ
つ
あ

り
、
次
期
事
業
期
間
に
お
い
て
の
保
険
料

値
上
げ
は
避
け
て
通
れ
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

問
題
に
な
る
の
は
、
そ
の
値
上
げ
の
幅

で
す
。
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
志
向
す
る
の
か
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
志
向
す
る
の
か
に
よ
っ

て
、
そ
の
上
げ
幅
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　
給
付
と
費
用
の
バ
ラ
ン
ス

　

次
の
ペ
ー
ジ
の
上
部
に
全
国
都
道
府
県

の
給
付
費
用
と
介
護
保
険
料
の
バ
ラ
ン
ス

を
示
す
「
高
齢
者
一
人
当
た
り
在
宅
・
施

設
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
比
較
」
を
示
す
グ
ラ

フ
が
あ
り
ま
す
。

   
縦
軸
が
在
宅
サ
ー
ビ
ス
費
用
、横
軸
が
施

設
サ
ー
ビ
ス
費
用
、
そ
し
て
斜
め
の
線
が

介
護
保
険
料
の
水
準
を
示
し
て
い
ま
す
。

散
ら
ば
っ
て
い
る�
の
点
は　

都
府
県
の

４６

平
均
値
、
全
国
平
均
が
●
で
示
さ
れ
、
北

海
道
平
均
、
本
市
の
位
置
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
多
く
の
北
海
道
の
地
方
都
市

が
位
置
す
る
と
思
わ
れ
る
Ｄ
ゾ
ー
ン
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
か
か

る
費
用
が
高
く
、
在
宅
に
か
か
る
費
用
が

ま
だ
ま
だ
低
い
。
そ
れ
が
本
市
の
状
況
で

す
。
ち
な
み
に
Ｂ
の
ゾ
ー
ン
に
離
れ
て
あ

高齢者人口及び要介
護認定者数がどうな
るかを予測推計する。

給付などの現状を的確に
分析し、施設・在宅サー
ビスごとに利用者数及び
サービス量を見込む。

どうなる　介護保険料

平成１９年平成１８年平成１７年平成１６年平成１５年平成１３年１０月

２４,９６１ 人２５,１５７ 人２５,３５４ 人２５,４９４ 人２５,６３５ 人２６,０５７ 人人口

６,５３４ 人６,４８３ 人６,４３２ 人６,３０７ 人６,１８２ 人５,８０６ 人６５歳以上

２６.２ ％２５.８ ％２５.４ ％２４.７ ％２４.１ ％２２.３ ％富良野市
高齢化率

２０.８ ％２０.３ ％１９.８ ％１９.３ ％１８.８ ％１８.０ ％全国

９３２ 人９０２ 人８７２ 人８３７ 人８０１ 人６５２ 人要介護認定者数

１４.２６ ％１３.９１ ％１３.５６ ％１３.２７ ％１２.９６ ％１１.２３ ％出現率

６５５ 人６２９ 人６０８ 人５９１ 人５７５ 人４９９ 人サービス利用者数

富良野市の高齢化の状況と将来推計
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る�
は
日
本
一
長
寿
と
い
わ
れ
る

沖
縄
県
で
す
。
施
設
・
在
宅
と
も
他

の
都
道
府
県
に
比
較
し
多
大
の
費

用
が
か
か
り
、
保
険
料
も
高
い
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
の
グ
ラ
フ
で
、
ど
こ
の
ゾ
ー
ン

に
位
置
す
る
の
が
ベ
ス
ト
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　

施
設
・
在
宅
と
も
費
用
が
安
く
保

険
料
も
安
い
Ｃ
の
ゾ
ー
ン
が
望
ま

し
い
姿
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
条
件
が
つ
き
ま
す
。
多
く
の

高
齢
者
が
元
気
で
、
施
設
に
入
る
方

も
少
な
く
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
使
う

方
も
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
条
件

で
す
。
安
い
保
険
料
だ
か
ら
と
い
っ

て
、「
施
設
が
な
い
、
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
事
業
所
が
な
い
、
使
え
る

サ
ー
ビ
ス
が
な
い
」
と
い
う
状
況
で

は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
グ
ラ
フ
で
明
ら
か
な
の
は
、

同
じ
保
険
料
の
水
準
で
も
、
そ
の
中

身
は
大
き
く
違
う
と
い
う
こ
と
で

す
。
例
え
ば
同
じ
３
０
０
０
円
の
保

険
料
で
も
、
施
設
型
の
３
０
０
０

円
、
在
宅
型
の
３
０
０
０
円
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
間
違
い

な
く
在
宅
型
の
ほ
う
が
多
く
の
方

に
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
も
ら
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

目
指
す
方
向
を
ど
こ
に
定
め
る
か

は
非
常
に
重
要
な
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

必
要
な
費
用
（
今
後
３
年
間
）
は

約　

億
円

４２

　

現
在
、
本
市
で
は
基
本
的
に
次
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の

グ
ラ
フ
で
い
え
ば
、
保
険
料
を
急
激

に
上
昇
さ
せ
な
い
Ｂ
ゾ
ー
ン
・
左
下

へ
の
シ
フ
ト
を
目
指
す
べ
き
と
考

え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
施
設
入
所
を

必
要
以
上
に
増
加
さ
せ
な
い
（
重
度

層
の
優
先
入
所
、
軽
度
層
の
在
宅
支

援
）、
こ
れ
ま
で
以
上
に
在
宅
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
促
進
を
は
か
る
、
介
護

状
態
と
な
っ
て
も
そ
れ
以
上
悪
化

さ
せ
な
い
、
元
気
な
高
齢
者
で
い
て

も
ら
う
こ
と
を
柱
に
サ
ー
ビ
ス
量

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

３
年
間
の
費
用
を　

億
９
４
０

４１

０
万
円
と
見
込
み
、
第
１
号
保
険
料

は
３
１
２
２
円
と
試
算
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム　

名
、
老
人
保
健
施
設　

名
、
療

２８

１０

養
型
医
療
施
設　

名
の
増
加
を
見

１２

込
み
、
費
用
で
お
お
む
ね
対　

年
度

１３

比　

％
増
の
年
間
９
億
３
１
０
０

２０
万
円
。
各
種
在
宅
サ
ー
ビ
ス
は
市
街

地
区
に
お
け
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と

山
部
地
区
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

平
成　

年
度
開
設
な
ど
も
含
め
、　

１４

８２

％
増
の
年
間
４
億
４
４
０
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
保
険
料
額
は
ま
だ

ま
だ
試
算
の
段
階
で
あ
り
、
介
護
報

酬
の
改
定
が
年
明
け
に
予
定
さ
れ

る
な
ど
不
確
定
要
素
も
あ
り
ま
す
。

今
後
精
査
を
し
市
民
の
み
な
さ
ん

と
論
議
、
意
見
集
約
す
る
中
か
ら
最

終
保
険
料
額
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
３
１
２
２
円
と
い
う
額

を
考
え
る
素
材
と
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

 
問
い
合
わ
せ

　
  
介
護
保
険
課

 　
  �
３
９
‐
２
２
５
５

どうなる　介護保険料
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地
域
懇
談
会

み
ん
な
で
つ
く
る
富
良
野

ま
ち
づ
く
り
に 

　
　

一
層
の
市
民
参
加
を

　

地
方
分
権
が
進
み
、
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
の
多
様
な
要
望
に
答
え
る

た
め
、
ま
ち
づ
く
り
に
は
一
層
の
市

民
参
加
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
声

を
直
接
聴
く
た
め
に

「
市
長
の
出
前
ト
ー

ク
」
を
は
じ
め
、
各
種

懇
談
会
、
施
設
見
学
会

な
ど
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
審
議
会
・
委
員

会
な
ど
の
委
員
に
は

市
民
公
募
を
取
り
入

れ
た
り
、
行
政
の
情
報

を
自
由
に
閲
覧
で
き

る
「
行
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
」
の
設
置
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な

ど
、
市
民
の
み
な
さ
ん

が
市
政
に
参
加
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

ひ
ざ
を
交
え
て
の 

話
し
合
い

　

今
年
は
地
域
別
に
懇
談
会
を　

月
１１

　

日�
の
山
部
地
区
を
皮
切
り
に
、

１８次
の
と
お
り　

か
所
で
開
催
を
予
定

１１

し
て
い
ま
す
。

　

懇
談
会
で
は
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
市
町
村
合

併
な
ど
の
市
の
主
要
事
業
を
テ
ー
マ

に
、
現
在
の
状
況
を
説
明
し
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

各
地
域
の
身
近
な
問
題
や
地
域
で

の
課
題
・
要
望
、
市
政
に
関
す
る
意

見
な
ど
を
ひ
ざ
を
交
え
て
話
し
合
い

を
深
め
る
大
事
な
機
会
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
多
く
の
市
民
の
み
な
さ

ん
の
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ　

　

企
画
振
興
課
広
聴
広
報
係

　
　
　
　
　
　
（�
　

‐
２
３
０
４
）

３９

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪

日
時

　

月　

日�

１１

１８

午
後
７
時
〜

　

月　

日�

１１

１９

午
後
２
時
〜

　

月　

日�

１１

１９

午
後
７
時
〜

　

月　

日�

１１

２１

午
後
２
時
〜

　

月　

日�

１１

２１

午
後
７
時
〜

　

月　

日�

１１

２２

午
後
２
時
〜

　

月　

日�

１１

２２

午
後
７
時
〜

　

月　

日�

１１

２９

午
後
２
時
〜

　

月　

日�

１１

２９

午
後
７
時
〜

　

月　

日�

１１

３０

午
後
２
時
〜

　

月　

日�

１１

３０

午
後
７
時
〜

会
場

山
部
福
祉

　
　

セ
ン
タ
ー

扇
山
地
区

　
　

公
民
会
館

東
山
支
所

鳥
沼
分
館

北
の
峰
児
童
館

布
礼
別
集
落

　
　

セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉

　
　

セ
ン
タ
ー

育
良
会
館

市
役
所

　
　

大
会
議
室

南
コ
ミ
ュ
ニ     

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

桂
木

児
童
セ
ン
タ
ー

対
象
区
域

山
部
全
域

扇
山
・
布
部

東
山
全
域

大
沼
・
鳥
沼

北
の
峰
町
・
御
料
・
学
田
３

区
・
島
の
下

麓
郷
・
布
礼
別
・
八
幡
丘
・

富
丘

春
日
町
・
東
町
・
麻
町
・
花

園
町
・
錦
町
・
新
光
町
・
住

吉
町
・
瑞
穂
町

五
区

朝
日
町
・
本
町
・
若
松
町
・

日
の
出
町
・
幸
町
・
栄
町
・

若
葉
町
・
末
広
町
・
弥
生
町

南
町
・
扇
町
・
緑
町

桂
木
町
・
新
富
町
・
西
町
・

学
田
地
区
（
３
区
除
く
）
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我が国は「明治の大合併」「昭和の大合併」を経て、今、「平成の大合併」が
叫ばれています。「昭和の大合併」では昭和３１年に富良野町と東山村が合併
し、そして昭和４１年には富良野町と山部町が合併し富良野市が誕生しまし
た。さらに、なぜ、今、市町村合併なのでしょうか？現在を取り巻く自治体
の背景はどのようになっているのでしょうか？北海道が示す合併パターン
により富良野沿線５市町村の日常生活圏の状況をみてみました。

「市町村合併を考える」　シリーズ③         
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「
市
町
村
合
併
を
考
え
る
」

み
ん
な
で
考
え
よ
う
、
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち

通勤通学、買い物、医療などの日常生活圏は、交通・情報通信手
段の発達や経済活動の進展に伴い、市町村区域を大きく越えて拡大
しています。
富良野市の産業は、地域（近隣４町村）にも支えられており、地
域が衰退すると富良野市にも大きな影響を及ぼします。

意
見
を
う
か
が
い
、
一
緒
に
話
し
合

う
た
め
に
、
市
の
合
併
問
題
担
当
職

員
が
直
接
地
域
に
出
向
く
「
出
前

ト
ー
ク
」
を　

月
１
日
か
ら
実
施
し

１１

ま
す
。

　

３
人
以
上
の
集
ま
り
で
開
催
で
き

ま
す
。
事
前
に
申
し
込
み
、
日
程
調

整
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

次
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
あ
わ
せ
て
合
併
問
題
に
関

す
る
ご
意
見
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

企
画
振
興
課
企
画
振
興
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

‐
２
３
０
４　

３９

Ｆ
Ａ
Ｘ　

‐
２
１
２
１

２３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.furano.hokkai

do.jp/

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　
　
　

sinko@
city.furano.hokkaido.jp

や
っ
て
み
よ
う
市
町
村
合
併

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
町

村
財
政
運
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

で
は
、
市
町
村
が
合
併
し
た
場
合
の

地
方
交
付
税
の
増
減
や
歳
入
歳
出
な

ど
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
ま
す
。

　

ま
た
、
老
齢
人
口
は
平
成
７
年
に

幼
年
人
口
を
上
回
り
、
平
成　

年
に

１２

は　

％
（
５
人
に
１
人
）
を
超
え
、

２０
平
成　

年
に
は　

%（
３
人
に
１
人
）

４２

３０

に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
少

子
化
の
あ
お
り
で
幼
年
人
口
が
減
少

す
る
こ
と
は
、
将
来
、
税
金
・

社
会
保
険
料
を
納
め
て
社
会

を
支
え
る
世
代
が
少
な
く
な

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ど
ん
ど
ん
進
行
す
る
高
齢

社
会
。
み
ん
な
で
支
え
あ
っ

て
い
く
に
は
今
か
ら
何
を
し

た
ら
よ
い
の
か
。
一
番
み
な

さ
ん
に
身
近
な
自
治
体
「
富

良
野
市
」
が
ど
う
あ
る
べ
き

な
の
か
、
今
、
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
き
で
す
。

　

不
安
か
ら
安
心
へ
。
市
民

の
生
活
を
守
る
自
治
体
の
使

命
が
今
、
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
関
す
る

出
前
ト
ー
ク
の
開
催

　

市
町
村
合
併
問
題
に
関

し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

人
口
の
減
少
と
少
子
高
齢
化

　

市
の
人
口
は
平
成　

年
国
勢
調
査

１２

に
よ
る
２
万
６
１
１
２
人
か
ら
年
々

減
少
し
、
平
成　

年
の　

年
後
に
は

４２

３０

約
３
６
５
１
人
減
少
し
、
２
万
２
４

５
１
人
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

　

道
内
２
１
２
市
町
村
を
自
由
に
組

み
合
わ
せ
て
、
わ
が
ま
ち
の
将
来
像

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.pref.hokkaido.jp/sk

ikaku/sk-tsssn/T
op.htm

l
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近
年
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
制
定
の
動
き
は
、
全
国
各
地
で
盛
ん
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
各
市
町
村
と
も
様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
を
広
い
意
味
で
捉
え
る
と
、
①
規
制
型　

②
手
続
き
型　

③
理

念
型
の
３
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
月
か
ら
何
回
か
に
分
け
て
、
各
地
の
取
り
組
み
情
報
を
掲

載
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
、
①
の
規
制
型
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

と
も
に
考
え
築
き
上
げ
る
ル
ー
ル
づ
く
り

 
ほ
か
の
ま
ち
で
は

　

ど
う
な
の
？

ともに考え築き上げるまちづくりを目指して　　 　　　　Part2
〈
規
制
型
の
概
要
〉

　

自
然
環
境
や
ま
ち
な
み
景

観
、
住
環
境
の
保
全
な
ど
を

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
テ
ー
マ
に

か
か
げ
、
こ
れ
ら
に
影
響
を

及
ぼ
す
開
発
行
為
な
ど
に
つ

い
て
規
制
・
誘
導
を
行
う
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
阪
府
箕
面
市
の
例

■
箕
面
市
の
取
り
組
み

　

安
全
で
良
好
な
市
街
地
を

形
成
し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
す
る
こ
と
が

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て

考
え
ら
れ
た�
土
地
の
有
効

な
利
用
方
法
（
道
路
の
広
さ

な
ど
）�
や�
地
域
の
特
性
に

見
合
っ
た
ル
ー
ル
（
樹
木
や

建
物
の
高
さ
な
ど
）�
を
「
ま

ち
づ
く
り
基
本
計
画
」
に
盛

り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま

ち
の
快
適
性
向
上
や
、
個
性

づ
く
り
に
つ
な
げ
る
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
取
り
組
み
の
流
れ

　

市
街
地
に
は
人
口
や
産
業

が
集
中
し
ま
す
が
、
無
秩
序

な
乱
立
は
、
騒
音
や
日
照
な

ど
、
様
々
な
問
題
の
原
因
と

な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
、
建
物
を
建
て
る
と

き
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
と
し

て
、
都
市
計
画
の
用
途
地
域

が
定
め
ら
れ
、
用
途
や
規
模

が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
区
の
特
色
に

応
じ
た
き
め
細
か
な
ま
ち
づ

く
り
を
行
う
に
は
、
必
ず
し

も
十
分
な
制
限
と
は
言
え
な

い
た
め
、
地
区
の
要
望
が
反

映
さ
れ
た
地
区
計
画
や
建
築

協
定
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
き
め
細
か
な
制
限

を
設
け
、
特
色
あ
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
行
お
う
と

い
う
の
が
、
箕
面
市
で
の

ル
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ル
ー
ル
づ
く
り

は
、
問
題
を
抱
え
る
地
域
の

方
（
５
名
以
上
で
組
織
化
）

や
町
内
会
な
ど
の
組
織
に

よ
っ
て
行
わ
れ
、
市
が
こ
の

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
地
域

の
ル
ー
ル
や
施
設
と
し
て
具

現
化
す
る
と
い
っ
た
流
れ
と

な
っ
て
い
ま
す

規制目的の制度なら、
昔からあったような気
がするなぁ～
最近はどうなっている
のかな
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障害者福祉サービスの利用のしくみが変わります

支援費制度支援費制度
� 支援費制度とは �
　支援費制度は、障害者の立場に立っ
た障害者福祉サービスを利用できる
ように、障害者自らがサービスを選択
し、事業者と契約してサービスを受け
る制度です。サービスを利用した場合
は、市と利用者で費用を負担します
（支援費とは、市が支払う費用のこと
です）。平成１５年４月１日から、これ
までの市が施設やサービスの内容を
決定していた「措置制度」から、この
「支援費制度」に変わります。

� 支援費制度を利用するには �

支援費制度のしくみ

　問い合わせ

福祉課

　　　�３９－２２１１

　利用者（障害者、障害児の場合は保護者）が市に支援費の支給申請を行い、支給決定を受けな
ければなりません。支援費の支給が決定したら、事業者と契約しサービスを利用します。そのと
きに利用者は決められた利用者負担額を事業者へ支払います。市はサービスにかかった費用の一
部を支援費として事業者に支払います。

対象となるサービス
障害児知的障害者身体障害者

●ホームヘルプサービス
●デイサービス
●短期入所

●ホームヘルプサービス
●デイサービス
●短期入所
●グループホーム

●ホームヘルプサービス
●デイサービス
●短期入所

居宅支援
サービス

●更生施設
●通勤寮
●授産施設

●更生施設
●療護施設
●授産施設

施設支援
サービス

� 支給申請について �

　12月2日より申請の受付を行う予定です。現在サービスを受けている方へは、後日受付日程な
どをご案内します。また、新たにサービス利用を希望する場合は、３月末までに申請が必要とな
ります。
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　　　　　 　　    特　別　会　計　　　（単位：万円）

差 引 収 支歳 出歳 入会　 計　 名

17,060253,977271,037国 民 健 康 保 険

4,052116,910120,962介 護 保 険

82332,110332,192老 人 保 健

1483,4413,589公 設 市 場 事 業

3,216161,152164,368下 水 道 事 業

25213,89314,145簡 易 水 道 事 業

決
算
ま
と
ま
る

市
民
の
み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
道
か
ら
の
補
助
金
・
交
付
金
は
、
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
平
成　

年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企

１３

業
会
計
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

決
算
は
９
月
議
会
に
報
告
さ
れ
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
、　

月
に

１１

委
員
会
審
議
、　

月
議
会
で
そ
の
認
否
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

１２

問
い
合
わ
せ　

財
政
課
（�
３
９
‐
２
３
０
６
）

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
１
３
７
億

３
０
０
０
万
円
で
し
た
が
、
歳
入
歳

出
に
そ
れ
ぞ
れ　

億
４
６
６
８
万
円

２８

の
増
額
補
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成　

年
度
の
繰
越
明
許
費
８
億
８

１２

８
５
６
万
円
を
合
わ
せ
て
、
１
７
４

億
６
５
２
４
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
合
計
額
と
歳
出
合
計
額
の
差

引
き
額
は
積
立
金
の
取
り
崩
し
な
ど

に
よ
り
３
億
７
３
９
５
万
円
黒
字
決

算
と
な
り
ま
す
が
、
実
質
的
な
単
年

度
収
支
は
７
１
０
２
万
円
の
赤
字
と

な
り
ま
す
。

一　

般　

会　

計

　

一
般
会
計
の
他
に
独
立
し
た
６
つ

の
特
別
会
計
が
あ
り
、
国
の
補
助
金

や
税
金
、
使
用
料
や
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
な
ど
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

６
つ
の
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、

平
成　

年
度　

決
算

１３

特　

別　

会　

計

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
他
に
独

立
し
た
水
道
と
ワ
イ
ン
の
企
業
会
計

が
あ
り
、国
の
補
助
金
や
販
売
収
入
、

使
用
料
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

な
ど
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま

歳入：決算額１５５億３,６６０万円

　　　　１７４億６,５２４万円　　　　　　　　　　

その他の内訳

３億９,８００万円繰入金

３億６,７６８万円分担金及び負担金

２億６,５１９万円地方消費税交付金

２億５,３５９万円地方譲与税

１億９,９４４万円使用料及び手数料

１億９,１９３万円繰越金

１億０,７３４万円自動車取得税交付金

８,７３１万円利子割交付金

７,２９７万円地方特例交付金

６,７１２万円財産収入

１,７９３万円ゴルフ場利用税
交付金

４５４万円交通安全対策
特別交付金

２９１万円寄付金

９８万円国有提供施設等所在
市町村助成交付金

３７.３％５７億９,８０８万円地方交付税

14.8％２２億９,６８４万円市税

10.8%１６億７６８０万円市債

9.7％１５億０,６４４万円国庫支出金

7.2％１１億１,４１８万円諸収入

7.1％１１億０,７３３万円道支出金

１3.１％２０億３,６９３万円その他

企　

業　

会　

計

　

億
２
１
０
０
万
円
で
、
７
億
４
８

８４１
８
万
円
を
増
額
補
正
し
て
い
ま

す
。
平
成　

年
度
の
繰
越
明
許
費
８

１２

４
０
万
円
を
合
わ
せ
予
算
現
額
は　
９１

億
７
７
５
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
合
計
額
と
歳
出
合
計
額
の
差

引
き
額
は
、
２
億
４
８
１
０
万
円
の

黒
字
決
算
と
な
り
ま
す
。
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　　　　　　　　一般会計予算現額　　　　

市　債　の　現　在　高（単位：万円）

構成比％金　　額区　　分会計

2.631,798総務債

一般会計

2.631,478民生債

6.173,385衛生債

19.1232,187農林債

39.4477,392土木債

2.327,893消防債

19.8239,972教育債

0.55,868災害復旧債

4.453,730減税補てん債

1.417,120臨時税収補てん債

1.822,340臨時財政対策債

1,213,163計

24,992市場事業債

特別会計 586,829下水道事業債

79,358簡易水道事業債

346,770上水道事業債企業会計

20.8％３１億４,６３６万円民生費

16.8％２５億５,４７１万円土木費

14.8％２２億３,８９０万円教育費

10.2％１５億３,９０９万円衛生費

10.1％１５億３,６９４万円農林業費

9.5％１４億４,３８７万円総務費

9.3％１４億１,４２４万円公債費
3.4％５億２,０７５万円消防費
2.2％３億３,１９７万円商工費
1.2％１億８,４０５万円災害復旧費
1.2％１億８,２６６万円議会費
0.5％６,９１１万円労働費

す
。

　

２
つ
の
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、

　

億
８
４
０
０
万
円
で
１
億
６
２
５

１９４
万
円
を
減
額
補
正
し
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
予
算
現
額
は　

億
２

１８

１
４
６
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
会
計
の
資
本
的
収
入
額

が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
て
不
足
す

る
額
の
９
８
２
９
万
円
は
、
当
年
度

分
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
２
５

０
０
万
円
と
過
年
度
分
損
益
勘
定
留

保
資
金
７
３
２
９
万
円
で
補
て
ん
し

て
い
ま
す
。

　

ワ
イ
ン
事
業
会
計
の
資
本
的
収
入

額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
て
不
足

す
る
額
３
億
２
１
０
１
万
円
に
つ
い

て
は
、
当
年
度
分
消
費
税
資
本
的
収

支
調
整
額
１
１
２
９
万
円
と
当
年
度

分
損
益
勘
定
留
保
資
金
３
億
９
７
２

万
円
で
補
て
ん
し
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　企　　業　　会　　計　　（単位：万円）

補てん額支　　出収　　入会　　　計　　　名

37,93841,313収益的収支
水 道 事 業

9,82961,52351,694資本的収支

58,17063,273収益的収支
ワイン事業

32,10132,201100資本的収支

※人口及び世帯数は、平成１４
年３月３１日現在の住民基本
台帳による。

一人当たり

固定資産税　　　　３９,４１７円

市民税　　　　　　３５,４９６円

市税総額　　　　　８９,３９２円

歳出：支出済額１５１億６,２６５万円

主な事業と費用

９,８９３万円地域イントラネットシステム導入

２億７,３００万円ごみ燃料化施設整備

１億３,１８５万円東５条通道路改良舗装

８,２７９万円住麻本通特殊改良第１種工事

７,１０５万円相生通歩道新設工事

２億７,０００万円東学田北３号橋架換工事

１億５,５２４万円東雲通道路改良舗装

６,００３万円金満緑地公園整備

８,５８５万円公営住宅建設（北の峰団地Ｃ棟）

５億９,１６５万円富良野小学校校舎改築、大規模改修

２,４１４万円図書館情報システム導入

３億４,０７２万円生涯学習施設整備

６,５９４万円救助工作車導入
（富良野地区消防組合事業）

３億５,０００万円公共下水道汚水管布設

６億６,４００万円山部水処理センター建設

一世帯当たり

固定資産税　　　　９８,５０９円

市民税　　　　　　８８,７１２円

市税総額　　　　 ２２３,４０６円

　平成１４4年３月３１日現在
　　　人口　２５,６９４ 人
　　　世帯　１０,２８１ 世帯
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
み
な
さ
ん

が
日
ご
ろ
思
い
感
じ
て
い
る
こ
と

や
、
意
見
・
提
言
･
質
問
を
掲
載
す
る

ペ
ー
ジ
で
す
。
手
紙
・
F
a
x
・
メ
ー
ル

　

で
み
な
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ

　

い
。

　
　

紙
上
に
氏
名
は
掲
載
し
ま
せ
ん
が
、

　
　
　

内
容
の
確
認
な
ど
の
た
め
匿
名
で

　
　
　
　
　

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

〒076-8555
富良野市弥生町1番1号
市役所企画振興課広聴広報係
Ｆａｘ23-2121
富良野市HPメールフォーム
  http: / /www.ci ty. furano.ho
  kaido. jp/

な“カレー味”とまろやか風味の
“しょうゆ味”。２つの味が加わっ
た「バタじゃが」は、町内各商店
で販売していますので、ぜひ一度
ご賞味ください。
�問 農産物処理加工センター
　　　　　　　　　　　�５２-３０１２

　占冠村　
煮物がおいしい季節になりました！

みんなで食べよう占冠村の山菜
　占冠村の特産品「山菜」。
お近くのスーパーで手に入りま
す。これからは温かい煮物やおで
んが恋しい季節。その気持ち、我
慢せずに「占冠村の山菜」で心も
体も、そしてお腹も満たしましょ
う！
�問 振興公社　�５６-２８３２

インがゼロの健康飲料！コーヒー
は苦手な方にはチコリー入り玄米
茶もあります。ぜひ一度お試しく
ださい。
�問 天心農場　�４４-２４８０
南富良野町
特産「バタじゃが」にカレー味・
しょうゆ味が新登場！
　ゆでたジャガイモをバター味で
仕上げた「バタじゃが」にうれし
い仲間ができました。スパイシー

上富良野町
上富良野の開拓の歴史がわかる

上富良野町開拓記念館
　明治30年、田中常次郎一行が入
植して以来、開基100年を記念して
建設された「上富良野町開拓記念
館」。11月30日�土 までの月曜、祝
日を除き、9時～16時まで入館でき
ます（無料）。
ところ　上富良野町草分
�問 社会教育課　�４５-５５１１

中富良野町
チコリーから生まれた健康飲料は
いかが？
　チコリーは、ヨーロッパでは昔
から薬用・食用として利用されて
いるヘルシーな野菜です。その根
から作られたコーヒーは、カフェ

や
り
ず
ら
く
な
っ
て
い
く
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

（
お
答
え
し
ま
す
）

　

昨
年　

月
よ
り
、
ご
み
は
「
燃
や

１０

さ
な
い
、
埋
め
な
い
」
を
基
本
方
針

と
し
て
、
新
ご
み
分
別
を
す
す
め
て

い
ま
す
。
ご
質
問
の
あ
っ
た
生
ご
み

袋
に
つ
い
て
で
す
が
、
今
年
7
月
ま

で
は
石
油
か
ら
作
ら
れ
た
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
素
材
の
指
定
袋
で
排
出
を
お
願

い
し
て
い
ま
し
た
が
、
生
ご
み
を
堆

肥
化
し
た
後
に
小
さ
な
袋
の
破
片
が

残
り
、
農
地
利
用
す
る
場
合
に
好
ま

し
い
状
態
で
な
か
っ
た
こ
と
、
堆
肥

を
作
る
過
程
で
袋
そ
の
も
の
が
ご
み

と
し
て
残
り
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
自
然
に

土
に
還
る
よ
う
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

原
料
と
し
た
袋
（
生
分
解
性
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
）
に
変
更
し
、
今
年
8
月
か

指
定
ご
み
袋
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

東　

町　

女
性

　

８
月
よ
り
生
ゴ
ミ
袋
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
が
、
以
前
の
も
の
よ
り
材
質

が
弱
く
破
れ
や
す
い
こ
と
、
ひ
と
回

り
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
扱

い
に
く
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
現
在

支
給
さ
れ
て
い
る
固
形
燃
料
の
袋
よ

り
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
袋
の
方
を
よ

く
使
う
の
で
す
が
、
固
形
燃
料
の
袋

の
代
わ
り
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
袋
を

支
給
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
が
だ
め
な
ら
生
ご
み
袋
の

件
と
合
わ
せ
て
、
ス
ー
パ
ー
で
も
ら

う
袋
に
入
れ
て
出
す
こ
と
を
了
承
し

て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
無

駄
を
防
ぎ
、
ご
み
の
先
進
地
ら
し
く

手
本
と
な
り
暮
ら
し
や
す
い
方
法
を

と
ら
な
け
れ
ば
、
こ
の
先
ど
ん
ど
ん

ら
新
し
い
生
ご
み
袋
に
よ
る
排
出
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
原
料
が
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
で
あ
る
た
め
、
以
前
の
袋

に
比
べ
て
破
れ
や
す
い
こ
と
、
1
枚

あ
た
り
の
価
格
が
高
い
こ
と
か
ら
、

以
前
の
袋
よ
り
も
ひ
と
回
り
小
さ
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
自
然
に
や
さ
し

く
環
境
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
破
れ
や
す
い
点
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
生
ご
み
袋
よ
り
厚
く

し
た
改
善
対
策
を
す
す
め
て
い
ま

す
。　

月
中
こ
ろ
に
は
小
売
店
で
販

11

売
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

ご
意
見
の
あ
っ
た
ス
ー
パ
ー
の
袋

の
使
用
に
つ
い
て
で
す
が
、
生
ご
み

袋
と
し
て
の
使
用
は
前
述
の
と
お
り

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
ス
ー
パ
ー
の
袋

に
は
乳
白
色
の
も
の
が
あ
り
、
中
身

を
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
収
集

員
が
け
が
を
負
う
問
題
や
未
分
別
排

出
を
防
止
す
る
た
め
に
使
用
で
き
な

い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。　

�
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

　
　
　
　
　
�
３
９
‐
２
３
０
8�
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�応募先　�076-8555　富良野市弥生町１番１号　市役所企画振興課　 � ３９-２３０４　� ２３-２１２１

�ふれあい�やさしさ�感動を伝える写真テ ー マ

市　民応募対象

テーマが良く表現されていること。選考基準

サービス判以上（採用された場合は写真のネガをお借りします）サ イ ズ

１２月号…１１月１５日�金 　※１月号は１２月６日�金 締め切り

①住所②氏名（ふりがな）③年齢④電話番号⑤写真の「題名」及　
び簡単なコメントがあれば添えて持参、または郵送。

応募方法

企画振興課・支所・カメラのサトー・カメラのフクシ・カメラの　
ヤスダ・写真のフタバ・写真工房ふらの・フォトセンターミムラ

提 出 先

たて、よこ自由（ごく最近の写真）で応募してください。
デジタルカメラの場合はプリントしたもので応募してください。
表紙は白黒印刷になります。

そ の 他

審査委員会を開催し採用作品を決定します。採用者には６ツ切写　
真をプレゼントします。

選 考

　あなたも広報づくりに参加してみませんか。

文化、スポーツなどの感動を伝える…
ふれあい、やさしさを感じさせる…
写真コンテストではありません！
家庭や地域や学校で…
あなたの身の回りのほんのちょっとしたひ
とこまをスナップで応募してください。

�22～3005

休館日のお知らせ

●定期休館日

（毎週月曜日）

４・１１・１８・２５日

●祝日休館日

３日�日 文化の日

２３日�土 勤労感謝の日

●祝日振替休館日

　　５日�火 

●整理休館日

２９日�金 　

※他にも新刊書をそろえていますので、お気軽にお尋
ねください。

ホームページで図書の検索ができます。
図書館のホームページ（富良野市HPからも利用可）
http://pc3.furano-lib-unet.ocn.ne.jp/
携帯電話（iモード対応、ez-web・Jスカイは一部対応）
http://pc3.furano-lib-unet.ocn.ne.jp/i/search.html

「市民劇団へそ家族」松木直俊さん撮影

１階エントランスホール    

趣味の作品展

�寺島　郁子　

　ペーパー＆カッパー

　　　　　　クラフト展

　１日�～１４日�まで

�塚本　路子　

　木工クラフト展

　１５日�～３０日�まで

２階多目的ホール              

�絵本の読み聞かせ・映画・

手づくり紙しばいの集い

　９日�午前１０時３０分から

《児童書》
　ぎゅうぎゅうかぞく……………………ねじめ正一
　かしのき ホ  テ  ル …………………………久保　喬

ほ て る

　 ネ  コ ごっこしよう………………………松居スーザン
ね こ

　のら 犬  テ  ィ  ナ と４ 匹 の 子 ども…………関　　朝之
いぬ て ぃ な ひき こ

《一般書》
　迷子の眠り姫……………………………赤川　次郎
　剣鬼宮本武蔵……………………………早乙女　貢

　いのち生きる…………………日野原重明・瀬戸内寂聴

　家康の置文………………………………黒須紀一郎

　さらばベルリン（上・下）………ジョゼフ・キャノン

　子麻呂が奔る……………………………黒岩　重吾

　

月
の
行
事
予
定

１１
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ATCHING

　
　

月
１
日�
、
山
部
地
区
の
下
水
道
が
供
用

１０
開
始
に
な
り
、
水
処
理
セ
ン
タ
ー
で
通
水
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
約
１
０
０
名
の
来
賓

が
訪
れ
、
セ
ン
タ
ー
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

初
め
に
記
念
植
樹
・
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
セ
ン

タ
ー
前
で
、
続
い
て
記
念
式
典
が
セ
ン
タ
ー
内

で
行
わ
れ
、
式
典
後
、
施
設
内
部
が
公
開
さ
れ

水
処
理
の
行
程
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

山
部
水
処
理
セ
ン
タ
ー
通
水
式

 　
　

月
１
日
よ
り
供
用
開
始

１０

　１０月５日�、地域福祉センター「いち
い」で行われ、参加した多くの市民が健
康と福祉に理解を深めました。
　小雨の中、当日は野外で弥栄太鼓の演
奏、よさこいの演舞などのイベント、焼
き鳥、おでんなどのふれあい屋台や農産
物の直売などの出店があり、屋内では健
康相談や骨健康測定などの健康チェッ

ク、盲導犬体験や車いす体験などの体験
コーナー、発芽玄米を使った健康食の試
食や各種展示などが行われました。　　
　高齢者疑似体験で友達と一緒に関節
硬化などを体験した梅本由加里さん（東
小６年）は「思うように体を動かせられ
なかった。困っているお年寄りがいたら
助けたい」と話してくれました。

　健康と福祉の向上を 第１回ふらの健康ふれあい祭り

　

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
て
い
る
赤
い
羽
根
共
同

募
金
運
動
。
市
内
で
も
運
動
ス
タ
ー
ト
の　

月
１０

１
日�
、老
人
ク
ラ
ブ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
な
ど
約　

人
が
街
頭
募
金
活
動
を
行
い
ま
し

４０

た
。
商
店
街
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
小
売
店
前
に

４
〜
５
人
の
班
に
分
か
れ
て
立
ち
、「
募
金
お
願

い
し
ま
す
」
と
買
い
物
客
に
善
意
の
募
金
を
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
。

善
意
を
呼
び
か
け
、
街
頭
活
動

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
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９
月　

日�
、
チ
ー
ズ
工
房
で
開
催
さ
れ
ま

２９

し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
や
物
産
の
販
売
な
ど
工
房
前
の

特
設
会
場
は
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
限
り
で
販
売
さ
れ
た
ふ
ら
の
チ
ー
ズ
を

使
っ
た
「
チ
ー
ズ
ド
ッ
グ
」
は
用
意
し
た
分
が

終
了
前
に
売
り
き
れ
て
し
ま
う
な
ど
大
変
好
評

で
し
た
。
そ
の
他
に
も
景
品
の
あ
た
る
輪
投
げ

や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
で
訪
れ
た
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

併
催
さ
れ
た
消
費
生
活
展
で
は
、
食
の
原
点

を
見
つ
め
な
お
す
こ
と
を
テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま

な
食
品
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

お
い
し
い
チ
ー
ズ
と
楽
し
い
催
し

ふ
ら
の
チ
ー
ズ
ま
つ
り

第　

回
消
費
生
活
展

28

　

９
月　

日�
、
北
の
峯
学
園
で
開
催
さ
れ
ま

２９

し
た
。
今
回
の
学
園
祭
は
初
め
て
実
行
委
員
会

を
作
り
、
実
行
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
実
行
委
員
長
の

志
賀
清
紀
さ
ん
の
開
会
宣
言
と
と
も
に
、
バ

ザ
ー
や
喫
茶
な
ど
各
催
し
の
会
場
が
オ
ー
プ

ン
。
玄
関
前
の
焼
き
物
コ
ー
ナ
ー
や
廊
下
に
展

示
さ
れ
た
書
道
・
絵
画
な
ど
の
コ
ン
テ
ス
ト
、

利
用
者
が
日
ご
ろ
取
り
組
ん
で
い
る
木
工
や
陶

芸
の
作
業
実
演
な
ど
会
場
中
が
た
く
さ
ん
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
食
堂
に
設
け
ら
れ
た
特

設
会
場
で
は
踊
り
や
合
唱
、
お
楽
し
み
抽
選
会

な
ど
数
々
の
催
し
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は�
全
力
前
進�

第　

回
北
の
峯
学
園
祭

24

　

こ
と
ぶ
き
大
学
は
昭
和　

年
の
開
校
以
来
、

４７

今
年
で　

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念

３０

し
た
式
典
が　

月
５
日�
、
市
役
所
大
会
議
室

１０

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
川
島
学
長
か
ら
「
歴
史
と
校
風

づ
く
り
を
重
ね　

周
年
を
迎
え
た
。
人
生
を
実

３０

り
あ
る
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
、
今
後

も
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
学
生
の
期
待
に
応

え
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
元
大
学
長
や

ク
ラ
ブ
講
師
な
ど
へ
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
、

続
い
て
松
浦
助
役
ら
来
賓
か
ら
祝
辞
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
後
文
化
会
館
に
会
場
を
移
し
、　
３０

周
年
祝
賀
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

生
き
が
い
の
創
造　

こ
と
ぶ
き
大
学
開
校　

周
年

３０

　
　

月　

日�
、
演
劇
工
場
で
行
わ
れ
、
多
く

１０

２０

の
市
民
が
ま
つ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

市
民
に
よ
る
日
用
雑
貨
や
農
産
物
の
販
売
、

焼
き
そ
ば
や
豚
汁
な
ど
の
模
擬
店
、
高
校
生
バ

ン
ド
「
チ
ー
ム
松
」
の
ラ
イ
ブ
、
ゴ
ス
ペ
ル
サ
ー

ク
ル
「
ス
ノ
ー
サ
ウ
ン
ズ
」
の
合
唱
、
玉
ね
ぎ

染
め
や
リ
メ
イ
ク
作
品
を
発
表
し
た
エ
コ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
市
民
劇
団
「
へ
そ
家

族
」
の
「
ボ
ー
イ
ニ
ー
ズ
ガ
ー
ル
」
の
公
演
が

あ
り
ま
し
た
。「
ボ
ー
イ
ニ
ー
ズ
ガ
ー
ル
」
は
３

月
の
再
演
と
あ
っ
て
、「
へ
そ
家
族
」
の
皆
さ
ん

も
演
技
に
磨
き
が
か
か
り
、
素
晴
ら
し
い
芝
居

を
披
露
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
民
参
加
に
よ
る
市
民
の
た
め
の

演
劇
工
場
ま
つ
り
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▲プロフィール
　ボリビア共和国サンファン日本人移住地生まれ
　サンファン日本ボリビア協会の経理主任
　２００５年のサンファン市の発足に向けて富良
　野市において自治体運営について研修。１０
　月２５日に研修を終え帰国。

身近な人との会話を大切に

伴井　勝美さん（３６）

今
回
の
研
修
で
特
に
見
た
か
っ
た
、
学
び

　

今
回
の
研
修
で
特
に
見
た
か
っ
た
、
学
び

た
か
っ
た
こ
と
は
、
戦
後
の
政
策
に
よ
り
物

た
か
っ
た
こ
と
は
、
戦
後
の
政
策
に
よ
り
物

質
的
な
豊
か
さ
を
求
め
て
築
き
上
げ
ら
れ
て

質
的
な
豊
か
さ
を
求
め
て
築
き
上
げ
ら
れ
て

き
た
日
本
の
現
在
の
状
況
と
、
富
良
野
で
お

き
た
日
本
の
現
在
の
状
況
と
、
富
良
野
で
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
農
家
の
方
の
よ
う
な
、

世
話
に
な
っ
て
い
る
農
家
の
方
の
よ
う
な
、

フ
ァ
ー
ム
イ
ン
な
ど
の
農
業
だ
け
に
限
ら
な

フ
ァ
ー
ム
イ
ン
な
ど
の
農
業
だ
け
に
限
ら
な

い
新
し
い
取
組
み
な
ど
、
住
民
と
共
存
す
る

い
新
し
い
取
組
み
な
ど
、
住
民
と
共
存
す
る

こ
と
に
よ
り
住
民
の
生
活
を
直
に
感
じ
る
こ

こ
と
に
よ
り
住
民
の
生
活
を
直
に
感
じ
る
こ

と
で
し
た
。

と
で
し
た
。

2
カ
月
間
の
研
修
で
感
じ
た
こ
と
は
、
日

　

2
カ
月
間
の
研
修
で
感
じ
た
こ
と
は
、
日

本
の
社
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
住

本
の
社
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
住

民
が
主
体
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
な

民
が
主
体
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。日
本
の
社
会
の
構
造
は
、

か
っ
た
こ
と
で
す
。日
本
の
社
会
の
構
造
は
、

行
政
が
政
策
を
た
て
、
議
会
を
通
し
て
動
い

行
政
が
政
策
を
た
て
、
議
会
を
通
し
て
動
い

て
い
き
ま
す
。
す
べ
て
で
は
な
い
と
思
い
ま

て
い
き
ま
す
。
す
べ
て
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
住
民
の
声
が
届
き
に
く
い
構
造
に
見

す
が
、
住
民
の
声
が
届
き
に
く
い
構
造
に
見

え
ま
す
。
ボ
リ
ビ
ア
で
は

年
に
制
定
さ
れ

え
ま
す
。
ボ
リ
ビ
ア
で
は　

年
に
制
定
さ
れ

９４９４

た
大
衆
参
加
法
に
よ
り
、
地
域
基
礎
共
同
体

た
大
衆
参
加
法
に
よ
り
、
地
域
基
礎
共
同
体

と
い
う
住
民
の
代
表
者
の
集
ま
り
が
、
地
域

と
い
う
住
民
の
代
表
者
の
集
ま
り
が
、
地
域

に
必
要
な
政
策
を
協
議
し
、
議
会
に
伝
え
、

に
必
要
な
政
策
を
協
議
し
、
議
会
に
伝
え
、

議
会
で
可
決
さ
れ
る
と
そ
れ
を
行
政
に
伝
え

議
会
で
可
決
さ
れ
る
と
そ
れ
を
行
政
に
伝
え

る
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の

る
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の

社
会
の
構
造
は
、
戦
後
の
と
き
の
よ
う
な
国

社
会
の
構
造
は
、
戦
後
の
と
き
の
よ
う
な
国

民
全
員
が
大
き
な
目
標
を
持
っ
て
す
す
ん
で

民
全
員
が
大
き
な
目
標
を
持
っ
て
す
す
ん
で

い
る
と
き
で
あ
れ
ば
、
政
治
家
に
住
民
の
声

い
る
と
き
で
あ
れ
ば
、
政
治
家
に
住
民
の
声

が
し
っ
か
り
と
届
き
、
住
民
主
体
の
社
会
と

が
し
っ
か
り
と
届
き
、
住
民
主
体
の
社
会
と

し
て
う
ま
く
い
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

し
て
う
ま
く
い
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
現
在
の
物
質
的
に
満
た
さ
れ
た
状
態
と

が
、
現
在
の
物
質
的
に
満
た
さ
れ
た
状
態
と

自
治
体
の
財
政
難
の
状
況
で
は
、
な
か
な
か

自
治
体
の
財
政
難
の
状
況
で
は
、
な
か
な
か

住
民
の
声
が
反
映
さ
れ
な
い
の
か
も
し
れ
ま

住
民
の
声
が
反
映
さ
れ
な
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
地
方
分
権
な
ど
に
よ
り
住
民
の
声
の

せ
ん
。
地
方
分
権
な
ど
に
よ
り
住
民
の
声
の

届
き
や
す
い
社
会
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま

届
き
や
す
い
社
会
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。
す
。富

良
野
に
つ
い
て
は
、
ご
み
の
分
別
な
ど

　

富
良
野
に
つ
い
て
は
、
ご
み
の
分
別
な
ど

環
境
に
配
慮
し
た
、
自
然
と
共
存
す
る
取
組

環
境
に
配
慮
し
た
、
自
然
と
共
存
す
る
取
組

み
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
自
然
を
大
切
に

み
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
自
然
を
大
切
に

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
も
手
を
加
え
な
い

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
も
手
を
加
え
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
活
用
す
る
こ
と
だ

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
活
用
す
る
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
祖
母
が
言
っ
て
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
祖
母
が
言
っ
て
い

た
「
食
糧
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
事
。
畑
を

た
「
食
糧
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
事
。
畑
を

守
り
な
さ
い
」
と
い
う
言
葉
が
強
く
心
に

守
り
な
さ
い
」
と
い
う
言
葉
が
強
く
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。
私
は
農
業
に
従
事
し
て
い

残
っ
て
い
ま
す
。
私
は
農
業
に
従
事
し
て
い

ま
せ
ん
が
先
人
が
切
り
拓
い
た
農
地
を
守
る

ま
せ
ん
が
先
人
が
切
り
拓
い
た
農
地
を
守
る

た
め
に
、
現
在
の
立
場
か
ら
側
面
的
に
農
業

た
め
に
、
現
在
の
立
場
か
ら
側
面
的
に
農
業

の
手
助
け
を
し
て
自
然
と
の
共
存
を
図
っ
て

の
手
助
け
を
し
て
自
然
と
の
共
存
を
図
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

い
き
た
い
で
す
。

こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
私
な
り
に
解

　

こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
私
な
り
に
解

釈
し
、
ボ
リ
ビ
ア
に
帰
っ
て
自
治
体
発
足
に

釈
し
、
ボ
リ
ビ
ア
に
帰
っ
て
自
治
体
発
足
に

向
け
て
役
立
て
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す

向
け
て
役
立
て
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
す
べ
て
の
人
に
満
足
さ
れ
る
こ
と
は
非

が
、
す
べ
て
の
人
に
満
足
さ
れ
る
こ
と
は
非

常
に
難
し
い
と
思
い
ま
す
。い
つ
も
母
に「
味

常
に
難
し
い
と
思
い
ま
す
。い
つ
も
母
に「
味

方
千
人
、
敵
千
人
」
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

方
千
人
、
敵
千
人
」
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

私
の
考
え
に
賛
同
す
る
人
も
い
れ
ば
反
対
す

私
の
考
え
に
賛
同
す
る
人
も
い
れ
ば
反
対
す

る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
よ
り
良

る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
よ
り
良

い
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
私
な
り
に
が
ん

い
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
私
な
り
に
が
ん

ば
っ
て
い
く
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ば
っ
て
い
く
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
最
近
は
携
帯
電
話
な
ど
で
の

　

最
後
に
、
最
近
は
携
帯
電
話
な
ど
で
の

メ
ー
ル
の
や
り
と
り
が
さ
か
ん
な
よ
う
で
す

メ
ー
ル
の
や
り
と
り
が
さ
か
ん
な
よ
う
で
す

が
、
も
っ
と
人
と
の
会
話
を
大
事
に
し
て
み

が
、
も
っ
と
人
と
の
会
話
を
大
事
に
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
戦
争
や
テ
ロ
の

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
戦
争
や
テ
ロ
の

悲
惨
さ
は
実
際
に
体
験
し
な
け
れ
ば
決
し
て

悲
惨
さ
は
実
際
に
体
験
し
な
け
れ
ば
決
し
て

わ
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
戦

わ
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
戦

争
を
体
験
し
た
お
年
寄
り
の
話
を
直
接
聞
く

争
を
体
験
し
た
お
年
寄
り
の
話
を
直
接
聞
く

な
ど
会
話
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
テ
レ
ビ

な
ど
会
話
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
テ
レ
ビ

な
ど
で
は
他
人
事
に
し
か
見
え
な
い
よ
う
な

な
ど
で
は
他
人
事
に
し
か
見
え
な
い
よ
う
な

こ
と
も
少
し
は
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
は

こ
と
も
少
し
は
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
地
球
の
裏
側
で
起
こ
っ

な
い
で
し
ょ
う
か
。
地
球
の
裏
側
で
起
こ
っ

て
い
る
戦
争
を
や
め
て
と
言
う
よ
り
、
近
所

て
い
る
戦
争
を
や
め
て
と
言
う
よ
り
、
近
所

や
身
近
な
人
と
の
付
き
合
い
を
大
切
に
し
て

や
身
近
な
人
と
の
付
き
合
い
を
大
切
に
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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お散歩大好き！
　辻澤　 茉  日 琉   さん　１歳（朝日町）

ま ひ る

なかよし兄妹です。
 � 小田島　巧   さん　　４歳

たくみ

 � 小田島　舞   さん　９ヶ月
（桂木町）まい

いい汗かい
て、気分 爽

  快 
そう かい

▲東山フォークダンス
　愛好会

　「フォークダンスは本当に楽しいです。みんなと踊って、いい汗

かいて、踊ったあとはすっきり気分 爽  快 です」と話される東山
そう かい

フォークダンス愛好会の千葉さん。現在女性会員１０名が東山公民

館で毎週木曜日の夜、ダンスを楽しんでいます。

　フォークダンスは世界各国の伝統的な民族舞踊。踊りにはお国

柄が表れ、独特のリズム、ステップがあります。「覚えるのが大変

です。頭も使いますし、すごくハードです。でもそれで足腰が鍛

えられ、姿勢も良くなります。また踊っていると自然と笑顔にな

ります。それは体の奥底から喜びが溢れ出てきて、表情を豊かに

するのでしょう。おかげで皆さんはつらつとして若々しいです」

　「健康づくりにはフォークダンスがおすすめです」と話される千

葉さん。興味のある方はぜひ連絡を。　

プロフィール
平成９年３月結成
会員数　１０名
代表者　千葉征子さん
活動日　毎週木曜日
　　　　午後７時～９時
連絡先　�２７-２４６９　千葉さん　

自
信
を
も
っ
て
接
客
し
た
い

石田 誠石田　誠　(２１) 南麻町(２１)　南麻町
（株）亀屋斉藤商店勤務（株）亀屋斉藤商店勤務

　

仕
事
は
家
庭
金
物
、建
築
資
材
な
ど
の
接
客
、

販
売
を
担
当
し
て
３
年
目
。

　
「
取
り
扱
う
商
品
が
暮
ら
し
に
関
す
る
も
の

な
の
で
品
数
も
多
く
、
名
前
、
陳
列
場
所
を
覚

え
る
の
が
大
変
で
し
た
。
今
は
ほ
と
ん
ど
分
か

り
ま
す
が
、
取
り
扱
い
説
明
な
ど
が
ま
だ
不
十

分
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
」と
話
す
石
田
さ
ん
。

　

仕
事
に
も
慣
れ
、
周
り
を
見
る
余
裕
が
出
来

て
き
た
今
、
自
ら
の
課
題
を
言
い
ま
す
。

　
「
業
者
の
方
の
出
入
り
も
多
い
の
で
、商
品
の

名
前
を
直
接
言
っ
て
こ
ら
れ
ま
す
。
素
早
く
対

応
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
取
り
扱

い
説
明
を
し
っ
か
り
出
来
た
と
き
、
お
客
さ
ん

が
『
よ
く
分
か
っ
た
』
と
言
っ
て
く
れ
、
こ
ち

ら
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
常
に
そ
う
な
り
た

い
の
で
早
く
店
の
商
品
を
し
っ
か
り
理
解
し
、

自
分
の
仕
事
に
自
信
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
た

い
。
そ
う
す
れ
ば
も
っ
と
笑
顔
で
接
客
が
出
来

る
よ
う
に
な
れ
る
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。　
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や
保
健
師
の
指
導
も
積
極
的
に
受

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
今
回
は
異
常

な
し
と
い
わ
れ
て
す
っ
か
り
安
心

し
て
し
ま
い
、
無
謀
な
生
活
を
続

け
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。
生
活

習
慣
病
は
、
日
常
生
活
の
良
く
な

い
習
慣
が
重
な
っ
て
発
症
す
る
病

気
で
す
。
元
気
な
う
ち
か
ら
悪
い

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
が
将

来
の
健
康
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

�
検
査
結
果
は

　

経
年
的
に
見
ま
し
ょ
う

　

健
診
結
果
は
毎
年
記
録
・
保
管

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
前

回
と
比
べ
て
今
回
は
ど
う
変
わ
っ

た
か
、
検
査
値
の
変
化
を
見
ま

し
ょ
う
。

�
「
要
精
検
」
と
い
わ
れ
た
ら

　

迷
わ
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
「
要
精
検
」
と
は
、
疑
わ
し
い
と

こ
ろ
が
あ
る
の
で
も
う
少
し
詳
し

く
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ

と
で
、
病
気
と
診
断
さ
れ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
病
気
が
あ
る

か
な
い
か
は
、
医
療
機
関
で
精
密

検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な

い
の
で
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
健
診
で
異
常
な
し
と
い
わ
れ

て
も
、
自
覚
症
状
が
あ
る
場
合
は

医
療
機
関
で
詳
し
い
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

富
良
野
医
師
会

品
や
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
に
も
多

く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
と
り
過
ぎ
て
い

ま
す
。
一
度
、
自
分
の
食
生
活
を

見
な
お
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
若
い
う
ち
か
ら

　

正
し
い
食
生
活
を

　

食
事
は
全
体
的
に
脂
肪
を
や
や

控
え
め
に
し
、
で
き
る
だ
け
魚
油

や
植
物
油
〔
多
価
不
飽
和
脂
肪
酸

（
Ｐ
）
が
多
い
〕
か
ら
と
る
比
率
を

多
く
し
ま
す
。
牛
肉
や
豚
肉
な
ど

の
脂
〔
飽
和
脂
肪
酸
（
Ｓ
）
が
多

い
〕
と
比
較
す
る
と
、
血
管
を
し

な
や
か
に
し
て
血
流
を
詰
ま
ら
せ

な
い
働
き
は
魚
油
や
植
物
油
に
多

い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
魚
油
や
植
物
油
（
Ｐ
）
を
１

と
す
る
と
、
そ
れ
に
対
し
て
牛
、

豚
の
脂
（
Ｓ
）
を
１
・
５
の
割
合

で
と
る
の
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
１
日
に　

品
目

３０

以
上
の
食
品
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
と

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
正

し
い
食
生
活
は
血
中
の
悪
玉
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
（
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
）
値
を
下
げ
、
善
玉
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
（
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
）
値
を
上
げ
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。
若
い
う
ち
か
ら
正
し
い

食
習
慣
を
見
に
つ
け
、
老
化
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

理
事　

渡
部　

秀
雄

●
老
化
は
血
管
か
ら

　

脳
、
心
臓
な
ど
の
臓
器
、
あ
る

い
は
筋
肉
、
そ
の
ほ
か
全
身
が
う

ま
く
働
い
て
健
康
な
身
体
を
保
つ

た
め
に
は
、
血
液
の
め
ぐ
り
が
ス

ム
ー
ズ
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
し
な
や
か
な

血
管
が
必
要
で
す
。
逆
に
血
管
が

硬
く
、
血
管
の
内
側
に
脂
肪
が
蓄

積
し
て
く
る
と
血
流
が
悪
く
な
り

ま
す
。
こ
れ
が
動
脈
硬
化
と
い
わ

れ
る
も
の
で
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗

塞
の
原
因
に
な
り
、
心
身
の
老
化

を
早
め
ま
す
。
こ
の
動
脈
硬
化
は

食
品
、
特
に
脂
肪
の
と
り
方
と
密

接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。

●
脂
肪
は
大
切
な
栄
養
素

　
「
脂
肪
を
と
り
過
ぎ
な
い
よ
う

に
」
と
い
う
注
意
を
よ
く
聞
き
ま

す
が
、
脂
肪
は
人
体
に
欠
か
せ
な

い
栄
養
素
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま

す
。
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
の　

％
程

２５

度
を
脂
肪
か
ら
、　

〜　

％
を
炭

５５

６５

水
化
物
（
糖
質
）
か
ら
、　

％
〜

１５

　

％
を 
蛋
白 
質
か
ら
と
る
の
が
良

た
ん
ぱ
く

２０い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

統
計
的
に
見
る
と
現
代
の
日
本
人

は
脂
肪
を
と
り
過
ぎ
て
い
ま
す
。

●
脂
肪
の
と
り
方
を
も
う
一
度

　

見
な
お
し
ま
し
ょ
う

　

脂
肪
は
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
料
に

含
ま
れ
る
と
と
も
に
、
市
販
の
食

健
康
一
口
メ
モ

老
化
を
防
ぐ 
⑧

保

健

師

お
元
気
で
す
か

健
診
結
果
を
生
か
し

て
生
活
習
慣
改
善
を

　

自
分
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
た
め
に
、
市
の
集
団
健
診
や

職
場
で
の
健
康
診
断
あ
る
い
は
医

療
機
関
で
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
て

い
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

健
診
の
目
的
は
、
健
康
状
態
の

チ
ェ
ッ
ク
だ
け
で
は
な
く
、
健
診

結
果
を
参
考
に
生
活
習
慣
を
改
善

す
る
こ
と
に
も
あ
り
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
検
査
結
果
に
一
喜
一
憂
す

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
後
の

生
活
習
慣
改
善
に
生
か
し
て
い
る

方
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

�
健
診
結
果
を

　

生
活
に
生
か
し
ま
し
ょ
う

　

健
診
結
果
に
異
常
が
み
ら
れ
て

も
、
自
覚
症
状
も
な
い
し
、
す
ぐ

に
ど
う
な
る
わ
け
で
も
な
い
か
ら

と
放
置
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
健
診
を
受
け
た
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
生
活
習
慣
病
は

初
期
に
は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が

な
く
、
気
づ
い
た
と
き
に
は
手
遅

れ
と
い
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
健
診
で
少
し
で
も
身
体
の

異
常
が
見
つ
か
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

で
も
食
生
活
や
運
動
、
休
養
、
飲

酒
、
た
ば
こ
な
ど
の
生
活
習
慣
を

改
善
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
医
師

健　康　診　断

老化は血管から
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�１１月の児童館行事について
　各館の主な行事をお知らせします。詳しい内容や時間

などは各館にお問い合わせください。

�みんなも一緒に遊ぼうよ！
　市内には5つの児童館（児童センター）があり、だれ
でも自由に利用することができます。

�開館時間　月～金曜日は午後１時～午後５時
　　　　　　土曜日は午前１０時～午後５時

　　詳しくは、各館にお問い合わせください。

�22-3370１３‐８緑 町緑 町 児 童 館
�23-4804２７‐１北の峰町北 の 峰 児 童 館
�23-2977２‐３３西 麻 町麻町児童センター
�22-3792２‐４１桂 木 町桂木児童センター
�23-5129１３‐１錦 町東部児童センター

帰
路
の
バ
ス
右
に
左
に
秋
の
虹　
　
　
　
　

池
田　

綾
子

募
金
箱
声
高
ら
か
に
赤
い
羽
根　
　
　
　
　

相
良　

憲
子

秋
晴
や
母
校
百
年
同
窓
会　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

和
子

神
苑
の
森
閑
と
し
て
神
の
留
守　
　
　
　
　

石
倉
は
す
え

落
日
の
火
の
山
を
背
に
秋
惜
し
む　
　
　
　

小
玉
美
智
子

行
秋
の
湖
面
に
鳥
の
影
ひ
と
つ　
　
　
　
　

東
所　

栄
子

球
音
の
と
び
交
ふ
グ
リ
ー
ン
に
気
負
は
ず
に

ク
ラ
ブ
を
振
れ
ば
心
若
や
ぐ　
　
　
　
　
　

宍
戸
ト
ミ
子

カ
セ
ッ
ト
の
ナ
ツ
メ
ロ
な
ら
し
大
根
を

洗
ふ
主
婦
の
背
に
雪
虫
の
舞
ふ　
　
　
　
　

豊
島　

徳
子

煤
け
た
る
セ
ピ
ア
色
な
る
遠
き
日
の

君
の
う
つ
し
絵
ふ
る
さ
と
の
家　
　
　
　
　

藤
本　

北
樹

対
向
車
の
ラ
イ
ト
連
ら
な
り
雨
飛
の
道

交
差
の
瞬
時
す
ご
く
お
そ
ろ
し　
　
　
　
　

橋
本
た
け
し

紫
の
穂
先
な
ぞ
り
て
嗅
覚
の

目
ざ
め
の
し
る
き
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
丘　
　
　

吉
田　

ハ
ル

◆
富
良
野
市
へ    

▽
株
式
会
社
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

編
成
製
作
局
長　

亀
山　

千
広

（
東
京
都
）「
北
の
国
か
ら
」
美
術

セ
ッ
ト
通
称
「
石
の
家
」・「
拾
っ

て
き
た
家
」　

▽
南
富
自
動
車

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
代
表
取
締
役　

長
田　

秀
治
（
西
扇
山
１
）
金
１

０
０
万
円　

▽
日
建
通
商
株
式
会

社
代
表
取
締
役　

今
富　

昌
市

（
旭
川
市
）
公
衆
用
道
路
１
３
６
９

１
㎡　

▽
富
良
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
会
長　

会
田　

系
伍
（
本
町

７
〜　

）
交
通
安
全
看
板　

▽
森

１６

田
那
美
子
（
春
日
町　

〜　

）
金

１２

１０

　

万
円　

▽
井
上
智
恵
子
（
東
町

３０

　

〜
５
）
金
3
万
円

１６◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▽
尾
花　

一
彦
（
山
部
共
進
）
金

３
万
円　

▽
匿
名　

金
４
５
６
８

円
▽
谷
本　

友
一
（
西
達
布
お
も

と
）
金
３
万
円　

▽
富
良
野
看
護

専
門
学
校
学
校
祭
実
行
委
員
会　

金
１
万
７
千
円　

▽
堤　

由
紀
子

（
山
部
３
町
内
）
金
５
万
円　

▽
森

田
那
美
子
（
春
日
町　

〜　

）
金

１２

１０

　

万
円

２０◆
養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
光
園
へ

▽
成
田
山
布
部
不
動
堂　

戸
田　

照
元
（
布
部
石
綿
）
手
作
り
よ
う

か
ん
１
５
０
個　

▽
林　

正
道

（
東
山
さ
く
ら
）
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
１

５
０
本　

▽
野
村　

隆
（
山
部
中

央
）
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
２
０
０
本　

▽
東
洋
実
業
ブ
ド
ウ　

㎏　

▽
遠

１２

藤　

弘
（
山
部　

町
内
）
鮭
４
尾

１３

◆
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

▽
尾
崎　

富
春
（
桂
木
町
２
〜
２

２
９
）
キ
タ
キ
ツ
ネ
剥
製
１
体　

▽
東
海
林
忠
行
（
桂
木
町
３
〜　

）
２５

オ
ガ
炭
ス
ト
ー
ブ
１
台
・
の
し
板

１
枚
・
の
し
棒
１
本
・
計
算
尺
１

個
・
８
ミ
リ
カ
メ
ラ
１
台
・
８
ミ

リ
映
写
機
１
台
・
８
ミ
リ
フ
ィ
ル

ム
編
集
機
１
台
・
８
ミ
リ
フ
ィ
ル

ム
１
本
・
電
話
機
１
台　

▽
王
子

製
紙
株
式
会
社
森
林
博
物
館　

永

田　

義
明
（
栗
山
町
）
森
の
響　
２２

冊　

▽
安
村　

直
樹
（
山
部
）
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク　
５２

冊　

▽
藤
原
滉
一
郎
（
札
幌
市
）

田
中
敏
文
を
偲
ぶ
1
冊　

▽
小
栗

敏
郎
（
上
富
良
野
町
）
エ
ゾ
ヒ
グ

マ
剥
製
１
点
・
エ
ゾ
シ
カ
剥
製
１

点
・
エ
ゾ
シ
カ
頭
部
剥
製
１
点
・

キ
ン
ケ
イ
剥
製
１
点
・
コ
ウ
ラ
イ

キ
ジ
剥
製
１
点　

▽
松
田　

春
子

（
緑
町
９
〜　

）
エ
ゾ
ヒ
グ
マ
剥
製

２５

１
点
・
オ
シ
ド
リ
（
オ
ス
）
１
点
・

オ
シ
ド
リ
（
メ
ス
）
１
点
・
子
ジ

カ
１
点　

▽
操
上　

和
美
（
東
京

都
）
写
真
集　

冊　

▽
橋
詰　

芳

１０

清
（
下
五
区
）
馬
の
剥
製
１
点　

▽
三
上　

一
郎
（
山
部
北
星
）
富

良
野
俳
壇
史
１
冊　

▽
小
林　

真

（
山
部
中
央
）
郵
便
ポ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
敬
称
略
》

ステンシルコースター作り
縄跳び駅伝にチャレンジ中

２０・２１日
まで

１１月
１２月

緑 町 児 童 館

おかいものごっこ
勤労感謝プレゼント作り

９日
２０･２１日

１１月
１１月

北の峰児童館

もちつき大会
チャレンジ大会

１６日
２５日

１１月
１１月

麻 町
児童センター

リンクルかさ作り
チビッコクッキング

６・７日
２６日

１１月
１１月

桂 木
児童センター

チビッコクッキング
ビックリ箱工作

９日
２５日

１１月
１１月

東 部
児童センター

ありがとう
　　ございます



電話番号案内
�４２-２１２１山部支所
�２７-２１２１東山支所
�２２-３００５図書館
�４２-２４０７生涯学習センター
�２３-３５４５文化会館
�２３-３２９２スポーツセンター
�２３-５１１９消防本部
�３９-２２００保健センター
�３９-２２１１福祉課
�２２-２００１老人福祉センター
�２３-６９８１勤労青少年ホーム
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相談日程

�39-2301
市民相談室
9:00̃17:00

月曜日～金曜日
相続･離婚・交通事故・金銭・
セクハラなどをめぐる問題

日 常 市 民 相 談

�39-2301
市民相談室
10:00̃16:00

１１/１８�・１２/２�
 行政相談委員 山下正秋

国や道の仕事への苦情や
要望など

行 政 相 談

�39-2301
市民相談室
11:00̃14:00

１１/１０�
  林　孝幸弁護士

弁護士（旭川弁護士会）に
よる専門相談

無 料 法 律 相 談

�39-2301
市民相談室
10:00̃15:00

１２/１０�
税務相談官

税務相談官による国税に
関する相談

税 務 相 談

�39-2301
商工会議所
9:30̃15:00

１１/８�
旭川社会保険事務所相談担当者

年金・保険などに関する
相談

社会保険事務相談

�39-2255
�39-2213

保健センター 2F
いちい 
8:45̃17:15

月曜日～金曜日
(介護保険課）

在宅介護など高齢者に関
する相談

高 齢 者 介 護 相 談

�23-3525
（相談専用）

文 化 会 館
9:00̃16:00月曜日～金曜日

いじめ・非行など子どもの
教育に関する電話相談

教育何でも相談

�39-2223保健センター 2F
9:00̃16:00

月曜日～金曜日
(児童家庭課）

子育て、児童（虐待・不登
校など）に関する相談

家 庭 児 童 相 談

�39-221７
（相談専用）

いちい
9:00̃1７:00日曜日～金曜日

福祉・生活・金銭・就労な
ど日常生活に関わる問題

ふ れ あ い 相 談

一人で悩まず、困ったときは気軽に
ご相談ください。

▽
一
般
世
帯
向
け

東
麻
町　

番
（
昭
和　

年
３
Ｄ
Ｋ
）

１２

５１

錦
町
８
番
（
平
成　

年
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

１１

▽
高
齢
者
向
け

緑
町
３
番
（
平
成
７
年
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

北
の
峰
町　

番
２７

　
　
　
　
　
（
平
成　

年
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

１１

▽
単
身
者
向
け

北
麻
町
１
番
（
昭
和　

年
２
Ｄ
Ｋ
）

４４

東
麻
町　

番
（
昭
和　

年
２
Ｄ
Ｋ
）

１１

５０

◆
入
居
予
定　
　

月
中
旬

１２

※
希
望
者
が
募
集
戸
数
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

  １１月は固定資産税３期・国保税５期・介護保険料５期の納期です 

◆
と　

き

　
　

月
１
日�
　

午
前
９
時
か
ら

１２
◆
と
こ
ろ　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対　

象　

市
民
及
び
市
内
に
勤
務

　
　
　
　
　

し
て
い
る
方

◆
試
合
編
成

建
築
住
宅
課
 �
３
９
‐
２
３
１
６

住
宅
に
お
困
り
の
方
に

市
・
道
営
住
宅

入
居
者
募
集

住 宅住　宅

盤
上
で
腕
を
競
う

高
齢
者
囲
碁
大
会

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
）�
２
２
‐
２
０
０
１

大 会大　会

ワ
イ
ン
工
場

�
２
２
‐
３
２
４
２

休 業休　業

施
設
の
整
備
の
た
め

臨
時
休
業
の
お
知
ら
せ

スポーツスポーツ

地
域
の
交
流
と
親
睦

市
民
ミ
ッ
ク
ス

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
課

�
２
３
‐
３
２
９
２

◆
と　

き　
　

月　

日�

１１

２９

　
　
　
　
　

午
前
９
時　

分
受
付

３０

◆
と
こ
ろ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
資
格

　

概
ね　

歳
以
上
の
市
民

６０

◆
参
加
料

　

７
０
０
円
（
昼
食
代
を
含
む
）

◆
申
込
期
限　
　

月　

日�
ま
で

１１

２５

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

施
設
内
の
機
械
・
電
気
・
水
道
の

整
備
の
た
め
、
次
の
と
お
り
臨
時
休

業
し
ま
す
。

◆
期　

間　

　
　

月　

日�
〜　

日�

１１

２３

２４

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
受
付
期
間

　
　

月
５
日�
〜　

日�

１１

１５

◆
入
居
資
格

①
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

②
税
金
の
滞
納
の
な
い
方

③
収
入
が
公
営
住
宅
法
で
定
め
ら
れ

て
い
る
基
準
以
内
の
方

◆
募
集
す
る
住
宅
（
各
1
戸
）

一
般
の
部

　

男
女
各
２
名
（
年
齢
制
限
な
し
）

　

歳
以
上
の
部

４０
　
　

歳
以
上
の
男
女
各
2
名

４０
◆
参
加
料　

１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

◆
申
込
方
法

　
　

月　

日�
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ

１１

２２

課
・
山
部
支
所
・
東
山
支
所
に
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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Informationくらしの情報   Informationくらしの情報    納税は便利な口座振替で！

定　員　６０名（先着）
会　費　２０００円
内　容
　「新酒オリビア２００２試飲会」
　「ワインができるまで探訪ツアー」
　ワインハウス「秋のワインフェスタオリジナルメニュー」
　ソムリエによる「ワイン＆チーズセレクト講座」
　「オータム・ジャズコンサート」
　当日限定「ワインカクテルバー」登場
　高級ワインが当たるチャンス「世界のワイン格づけコンテスト」
送迎バス　行き　ＪＲ富良野駅前より　午後５時４０分発
　　　　　帰り　ワインハウスより　　午後８時３０分発

　文化会館催物のお知らせ（１１月～１２月）
問社会教育課　�２３－３５４

 １９：００～
　現代座講演「虹の立つ海」６

　

月
１１

 ９：３０～
　ルンビニ幼稚園お遊戯会１０

 ９：３０～
　慈恵ひまわり幼稚園お遊戯会１7

 ９：３０～
　みどり幼稚園お遊戯会

２３

 １８：００～
　富良野吹奏楽団定期演奏会

３０

 １８：００～
　ジョン・レノンコンサート１

　

月
１２

 １８：３０～
　映画上映「えっちゃんの戦争」３

 １１：３０～
　深水流琴路会１０周年記念
　「深水流舞踊の会」

８

 １４：００～
　市民紅白歌合戦１５

 １０：００～
　ヤマハ音楽教室発表会２２

 １２：３０～
　ヤマハ音楽教室発表会２３

と　き　１１月２０日�水 　午後６時から
ところ　ワイン工場・ワインハウス

問合せ・申込み先
ワイン工場

　　　�２２－３２４２

友好都市協定締結２５周年記念

友好都市
シュラートミンク等
市民訪問団市民報告会

　高田市長を団長に２１名の市民訪
問団が１０月１９日～２８日の日程で、
友好都市シュラートミンク市を訪
問し友好を深めました。
　また、これからのまちづくりの
ためにヨーロッパの各地において
農業・中心市街地活性化策・環境
まちづくりなどを視察しました。
その内容を市民のみなさんに報告
します。多くのみなさんの参加を
お待ちしています。

　と　き　１１月１１日�月 
　　　　　午後６時３０分から
　ところ　市役所大会議室

問合せ　企画振興課　�３９－２３０４

消
防
署

�
２
３
‐
５
１
１
９

講 習講　習

危
険
物
取
扱
者
の
方

保
安
講
習
を

受
け
ま
し
ょ
う

　

危
険
物
取
扱
者
の
免
状
を
持
つ
方

を
対
象
に
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
と　

き　
　

月　

日�

１１

２９

◆
と
こ
ろ　

旭
川
市
常
盤
町
１
丁
目

　
　
　
　

道
北
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

◆
対
象
者

　

平
成　

年
４
月
１
日
以
前
に
免
状

１２

の
交
付
ま
た
は
保
安
講
習
を
受
け
、

現
在
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
て

い
る
方
（
平
成　

・　

年
度
に
免
状

１２

１３

の
交
付
ま
た
は
保
安
講
習
を
受
け
た

方
は
来
年
以
降
の
受
講
に
な
り
ま

す
）

◆
申
込
方
法

　

消
防
署
に
あ
る
申
請
書
に
記
入
の

上
次
の
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西
６
丁
目

２
‐
２

　

札
幌
セ
ン
タ
ー
ビ
ル　

階
１２

�
北
海
道
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

◆
申
込
期
限　
　

月　

日�

１１

１９

◆
受
講
手
数
料　

４
７
０
０
円

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

福
祉
課

�
３
９
‐
２
２
１
１

講演会講演会

日
赤
の
活
動
を
紹
介

赤
十
字
講
演
会

　

日
赤
富
良
野
市
有
功
会
婦
人
部
の

主
催
に
よ
る
赤
十
字
講
演
会
を
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。
本
講
演
会
で

は
日
赤
北
海
道
支
部
の
行
っ
て
い

る
、
災
害
時
に
お
け
る
救
助
活
動
や

医
療
活
動
、
救
急
法
の
講
習
会
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。
ま
た
赤
十
字
の
国
際

活
動
を
記
録
し
た
ビ
デ
オ
上
映
も
行

い
ま
す
。

◆
と　

き　
　

月　

日�

１１

１２

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

◆
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

◆
内　

容

講
演

　
「
日
本
赤
十
字
社

　
　

北
海
道
支
部
の
活
動
」

ビ
デ
オ
上
映

　
「
赤
十
字
こ
の
一
年
」

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　私たちの生活に欠かせない税につ
いてより深く知ってもらうために、毎
年１１月１１日～１７日までの期間を「税を
知る週間」として「暮らしを支える税」
をテーマに全国統一キャンペーンを
実施しています。
　ぜひ、この機会に税について考えて
みませんか。
　　　　　　　税務署　�２２－２１４４

税を知る週間
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 乗って守ろう根室本線・富良野線 

国民年金国民年金
昭和１２年１１月昭和１２年１１月
生まれの方は生まれの方は
手続きを手続きを
�必要なもの�
印かん・預金通帳・戸
籍謄本・住民票謄本

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

速
や
か
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
遺

族
（
配
偶
者
・
子
・
父
母
・
孫

等
）
が
い
る
と
き
は
、
未
支
給

年
金
と
し
て
死
亡
し
た
月
ま
で

の
年
金
を
請
求
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

﹇
届
出
先
﹈

○
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
て
い

た
方　
　
　
　

　

社
会
保
険
事
務
所

○
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
て
い
た
方　
　

　

市
町
村
窓
口

問 市民課国保年金係　�39-2301

　

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
死
亡

し
た
と
き
、
遺
族
の
方
は
「
年
金

受
給
者
死
亡
届
」
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

届
出
が
遅
れ
る
と
死
亡
後
も
年

金
が
支
払
わ
れ
、
後
で
返
し
て
も

年
金
受
給
者
が
亡
く
な
ら
れ
た

と
き

気
を
つ
け
て
！

冬
期
間
の
踏
切
事
故

注 意注　意

Ｊ
Ｒ
富
良
野
駅

 �
２
２
‐
０
９
０
９

　
　

月　

日
〜　

日
は
踏
切
事
故
防

１１

１１

２０

止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
で
す
。

　

冬
期
間
の
自
動
車
で
の
踏
切
事
故

防
止
の
た
め
に
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

①
踏
切
に
近
づ
い
た
ら
路
面
状
況
に

応
じ
て
確
実
に
一
旦
停
止
で
き
る
ス

ピ
ー
ド
に
落
し
ま
し
ょ
う
。

②
踏
切
の
中
で
立
ち
往
生
し
た
と
き

は
、
非
常
ボ
タ
ン
が
あ
る
場
合
は
警

報
機
が
な
っ
て
い
な
く
て
も
す
ぐ
に

ボ
タ
ン
を
押
し
ま
し
ょ
う
。
非
常
ボ

タ
ン
が
な
い
場
合
は
自
動
車
に
備
え

相 談相　談

旭
川
盲
学
校

�
０
１
６
６
‐
５
１
‐
８
１
０
１

お
子
さ
ん
の
目
に
関
す
る

心
配
事
・
困
り
事

教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

　　広げよう！２０歳の笑顔

成人式
　と　き　平成１５年１月１２日�日 
　ところ　文化会館
　対　象　昭和５７年４月２日
　　　　　～昭和５８年４月１日生まれの方
※市外に住民票がある方でも対象になりますので
１２月６日までに申込んでください。（市民は申込み
不要）
申込み・問い合わせ
　　　　　社会教育課　　　　�２３－３５４５

　

お
子
さ
ん
の
目
（
見
え
）
に
関
す

る
心
配
や
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
無
料
で
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

◆
対　

象

　

見
え
に
く
さ
や
眩
し
さ
が
あ
っ
た

り
、
文
字
や
図
形
が
上
手
に
読
み
取

れ
な
い
、
矯
正

視
力
０
・
５
程

度
ま
で
の
視
力

の
乳
児
か
ら
高

校
生
ま
で

◆
相
談
内
容

①
見
え
に
く
さ
の
あ
る
乳
幼
児
の
育

児
相
談

②
学
習
や
生
活
上
の
配
慮
に
つ
い
て

③
就
学
や
進
路
、
職
業
自
立
に
つ
い

て
の
情
報
提
供

④
各
種
レ
ン
ズ
、
目
に
や
さ
し
い
便

利
グ
ッ
ズ
の
紹
介

⑤
制
度
や
施
設
の
紹
介

◆
相
談
先

旭
川
市
旭
町
２
条　

丁
目

１５

旭
川
盲
学
校

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kyokum
o8@
tokucen.pref.hok-

      
   
                 

融 資融　資

上
川
支
庁
商
工
労
働
観
光
課

�
０
１
６
６
‐
４
６
‐
５
１
１
１

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
勤
労
者
福
祉
金
」融
資

都
合
に
よ
り
離
職
し
た
方
に
、医
療
・

教
育
・
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
「
生
活
資

金
」
を
融
資
し
て
い
ま
す
。

　

融
資
内
容
や
融

資
対
象
・
条
件
な

ど
の
詳
し
い
内
容

に
つ
き
ま
し
て

は
、
次
の
場
所
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
各
取
扱
金
融
機
関

　

北
海
道
労
働
金
庫
、各
信
用
金
庫
、

　

各
信
用
組
合

◇
上
川
支
庁
商
工
労
働
観
光
課

◇
道
庁
経
済
部
金
融
課

�
０
１
１
‐
２
３
１
‐
４
１
１
１

市
地
区
（
福
祉
課
内
）

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

講 習講　習

日
本
赤
十
字
社
富
良
野
市
地
区
（
福
祉
課
）

�
３
９
‐
２
２
１
１

い
ざ
と
い
う
と
き
の

日
赤
救
急
法
救
急
員

養
成
講
習

　

思
い
が
け
な
い
事
故
や
病
気
か
ら

自
分
自
身
を
守
り
、
急
病
人
や
け
が

人
を
正
し
く
救
助
し
て
、
医
師
（
救

急
隊
員
な
ど
）
に
引
き
継
ぐ
ま
で
の

応
急
手
当
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の

知
識
と
技
術
を
学
び
ま
す
。

　

今
、
国
内
で
は
天
災
・
人
災
が
相

次
ぎ
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
救
急
処

置
は
多
く
の
人
命
を
救
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
講
習
を
受
け

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆
と　

き

　

月　

日�
　

午
後
１
時
〜
５
時

１１

１６

　

月　

日�

１１

１７

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

月　

日�
　

午
後
１
時
〜
５
時

１１

２３

　

月　

日�

１１

２４

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

◆
対　

象　

満　

歳
以
上
の
方

１５

◆
定　

員　

　
　

名（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

２０
◆
受
講
料　

　

無
料
（
た
だ
し
教
材
費
な
ど
は
実

費
負
担
３
０
０
０
円
）

◆
用
意
す
る
も
の

　

ノ
ー
ト
、
筆
記
具
、
ジ
ャ
ー
ジ
な

ど
の
動
き
や
す
い
服
装

◆
申
込
先　

日
本
赤
十
字
社
富
良
野

付
け
の
発
煙
筒
や
赤
旗
な
ど
で
列
車

に
合
図
し
て
く
だ
さ
い
。

③
踏
切
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
ら
、

遮
断
ポ
ー
ル
を
自
動
車
な
ど
で
押
し

出
し
て
脱
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

中
小
企
業
に
お
勤
め
の
方（
育
児
・

介
護
休
業
中
の
方
を
含
む
）、季
節
労

働
者
の
方
、
企
業
倒
産
な
ど
事
業
主

kaido.jp

        

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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�ピアノ�冷蔵庫�ファックス
�ピアノ用椅子�溝きりカッ
ター�ベビーカー�クラリネッ

ト�西中学校女子制服、ジャージ�FFストーブ�屋外用
ブランコ�布オムツ、カバー�旭川藤女子高校制服、カバ
ンなど�硝子テーブル�ＭＤコンポ�ＭＤラジカセ�座
卓�昔話のＶＴＲ�パソコン�スチール机

Informationくらしの情報    お買い物は富良野市内で 

前年(円)
同月価格

(％)
対前月比

(円)
前月価格

本月価格　(円)　
単位規 格 銘 柄 品   名

平　均安　値高　値

14.862.519.912.43.223.9100�は く さ い

335.586.7289.1250.7134.4312.9100�赤 身 （ 刺 身 用 ）ま ぐ ろ

162.090.9196.5178.7123.9207.9100�肩ローススライス豚 肉

193.2101.2186.9189.2144.9207.91�店 頭 売 紙 容 器 入牛 乳

5,236.995.65,184.74,956.83,969.05,586.010�府 県 産 米米

170.198.6169.2166.892.4210.01袋普通品6枚スライス食 パ ン

413.997.0377.1365.7207.9577.55箱紙 箱 入 りティッシュペーパー

495.697.6455.7445.0354.9627.91箱濃縮1 . 5�箱入り洗 濯 洗 剤

48.099.842.542.440.045.21�白灯油（ローリー）灯 油

4,054.2100.04,042.14,042.13,550.04,751.25�体 積 買 いプロパンガス

109.6100.4102.6103.099.7109.21�レ ギ ュ ラ ーガ ソ リ ン

157.4100.0156.8156.8136.5210.01枚ワ イ シ ャ ツクリ―ニング

　日常の消費生活の苦情や相談を受け付
けています。悩んだり、あきらめたりし
ないで、おかしいと思ったら相談してく
ださい。

日　時　月～金曜日　午前１０時～午後３時
場　所　市役所消費生活相談室（１階）
　　　　　　�３９～２３１９内線２９０５　
相談員　北海道消費生活コンサルタント

相談

知人の紹介で、健康食品の会員になり購入契約を　知人の紹介で、健康食品の会員になり購入契約を
した。さらに、他の人を紹介すればバックマージンした。さらに、他の人を紹介すればバックマージン
が入り儲かるといわれ、1箱１万円で10箱をその場が入り儲かるといわれ、1箱１万円で10箱をその場
で購入し、家に帰って一箱開封した。でも冷静にで購入し、家に帰って一箱開封した。でも冷静に
なって考えてみると、他の人を紹介できそうもななって考えてみると、他の人を紹介できそうもな
く、翌日会員をやめたい、健康食品は返品するのでく、翌日会員をやめたい、健康食品は返品するので
お金を返してほしいといったのだが、開封してしお金を返してほしいといったのだが、開封してし
まったらクーリングオフできないといわれた。返金まったらクーリングオフできないといわれた。返金
してもらうことはできないのだろうか。してもらうことはできないのだろうか。

人を勧誘し、会員を増やしながら商品を販売してい人を勧誘し、会員を増やしながら商品を販売してい
く取引方法を連鎖販売取引（マルチ商法）といい、特く取引方法を連鎖販売取引（マルチ商法）といい、特
定商取引法の規制の対象になっているので、契約書定商取引法の規制の対象になっているので、契約書
面を受け取ってから20日間はクーリングオフする面を受け取ってから20日間はクーリングオフする
ことができます。訪問販売で契約した場合には、消ことができます。訪問販売で契約した場合には、消
耗品として指定されている商品（健康食品等）を使耗品として指定されている商品（健康食品等）を使
用した分はクーリングオフできませんが、消費者が用した分はクーリングオフできませんが、消費者が
クーリングオフの対象から除外されていることをクーリングオフの対象から除外されていることを
知らされていない場合は、使用後でも代金を支払う知らされていない場合は、使用後でも代金を支払う
必要はありません。ですから、商品を開封してし必要はありません。ですから、商品を開封してし
まったり、消費した場合でも事業者はそれを理由にまったり、消費した場合でも事業者はそれを理由に
クーリングオフを拒否したり、損害賠償や違約金をクーリングオフを拒否したり、損害賠償や違約金を
請求することはできません。すぐに事業者にクーリ請求することはできません。すぐに事業者にクーリ
ングオフすることを連絡してください。ングオフすることを連絡してください。

他の人に紹介すると儲かると勧められた他の人に紹介すると儲かると勧められた

捨てる前にちょっと考えてみま捨てる前にちょっと考えてみま
せんか。あなたのいらなくなったせんか。あなたのいらなくなった
物を必要としている方がいます。物を必要としている方がいます。
■登録・希望は随時受け付けます。■登録・希望は随時受け付けます。
■希望する品物で譲渡人、譲受人の希望が一致した■希望する品物で譲渡人、譲受人の希望が一致した
場合は担当係から連絡します。　場合は担当係から連絡します。
■登録期間は6カ月です■登録期間は6カ月です。。                         
 問問 環境環境生活課生活課  ��39～231939～2319

譲ってください

譲ります
�幼児用自転車�ベビーふとん�ポータ
ブルストーブ�振圧針�大人用三輪車�
軟式テニスラケット�着物（成人式用）、

長襦袢、帯�スキーウエア（M・女性用）�遠赤外線健康
器�スノーボード�ワカサギ釣り用ドリル�ストーブ
ガード�スキー（１９０㎝）�スキー（小学１～４年用）、靴
（２３㎝）�チェスト�木製鏡�籐イス�遠赤外線サウナ�
エレクトーン�反射式ストーブ�ベビーカー

消費生活
モニターが毎月
調査しています。

問い合わせ問い合わせ
環境生活課環境生活課
��39～231939～2319

物価の動き １０月

１０月１日から

北海道最低賃金が変わりました

　北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で
働くすべての労働者（臨時・パートタイマー・アル
バイトなどを含む）に適用される北海道（地域別）
最低賃金が次のとおり改正されました。

最低賃金額　　時間額　　６３７円
効力発生日　　平成１４年１０月１日

※今回の改正から、地域別最低賃金の日額は廃止され、
時間額のみとなりました。

○最低賃金には、精勤手当・通勤手当・家族手当・臨時に支払わ

れる賃金・時間外等割増賃金は算入されません。

○最低賃金額以上の賃金を支払わない場合は、最低賃金法違反と

して処罰されることがあります。

○特定の産業（「乳製品・糖類製造業」「鉄鋼業」「電気機械器具

製造業」「鋼船製造・修理業、船体ブロック製造業」「舟艇製

造・修理業」）で働く労働者には北海道の産業別最低賃金が適

用されます。このほかに、全国非金属鉱業の最低賃金がありま

す。

北海道労働局　旭川労働基準監督署
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広
報
ふ
ら
の

№
４
９
４
２
０
０
２
年
１
１
月
号

創
刊
／
昭
和
３
１
年
１
２
月

発
行
／
富
良
野
市

〒
０
７
６

‐８
５
５
５

富
良
野
市
弥
生
町
１
番
１
号

編
集
／
企
画
振
興
課
広
聴
広
報
係

�
０
１
６
７

‐３
９

‐

２
３
０
４
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
３

‐

２
１
２
１

■
市
民
の
声
を
ひ
ざ
を
交
え
て
聴
く
地
域
懇
談
会
で
は
、

高
齢
社
会
に
お
け
る
大
き
な
問
題
で
あ
る
「
介
護
保
険
」

や
本
市
の
未
来
に
関
わ
る
大
き
な
課
題
と
な
る
「
市
町
村

合
併
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。
市
長
と
直
接
会

い
、
み
な
さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ぜ
ひ
多
数

の
市
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。（
ま
）

■
「
へ
そ
家
族
」
公
演
が
続
い
た
。
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
の

温
か
い
拍
手
に
感
動
、そ
し
て
み
ん
な
輝
い
て
い
た
。ハ
ー

ド
な
練
習
、
演
出
家
の
ダ
メ
出
し
、
良
い
も
の
を
創
り
た

い
と
い
う
熱
意
。「
素
人
劇
団
と
は
言
わ
せ
な
い
」
な
ん
て

ど
う
で
も
い
い
、
そ
う
我
々
は
市
民
劇
団
な
の
だ
。
私
は

台
詞「
ウ
リ
ャ
ー
」を
も
ら
い（
？
）、舞
台
で
叫
ん
だ
。（
と
）

■
季
節
が
変
わ
り
、
カ
ゼ
を
ひ
き
や
す
い
時
期
に
な
り
ま

し
た
。
自
分
も
例
外
な
く
カ
ゼ
を
ひ
き
、
治
っ
た
と
思
っ

た
頃
に
今
度
は
家
族
が
…
誰
か
が
カ
ゼ
を
ひ
き
つ
づ
け
て

1
ヶ
月
。
世
話
疲
れ
か
ら
か
治
っ
た
は
ず
で
も
親
は
元
気

が
な
い
。
そ
れ
に
比
べ
て　

度
の
熱
が
あ
っ
て
も
は
し
ゃ

38

ぐ
子
ど
も
達
…
…
見
習
う
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
？（
か
）

■
年
に
１
度
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
。
中
で
も
楽
し
い
の
が
ぶ

ど
う
踏
み
。
人
、
人
、
人
の
中
か
ら
や
っ
と
１
枚
撮
り
ま
し

た
▽
評　

広
角
レ
ン
ズ
を
使
い
、
男
性
の
ポ
ー
ズ
も
女
性
の

表
情
も
良
く
、
画
面
構
成
も
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。（
杉
）

「
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
ま
つ
り
」森
口
敏
文
氏

人口と世帯数人口と世帯数
１４年９月末（前月比）

(-22)25,859人　 口

（-23）21,651富良野

（2）2,733山　部

（-1）1,475東　山

（-6）10,478世 帯

（-8）8,994富良野

（2）1,057山　部

（0）427東　山

広
報
ふ
ら
の
２００２

・
1
1
494

下富良野駅の木材搬出（明治末）

平成１５年、富良野市は開庁から１００年の年を迎えます平成１５年、富良野市は開庁から１００年の年を迎えます

先人に感謝し記念すべき年を祝いましょう

NO.7あのころの富良野 

今
月
の
表
紙

編
集
後
記

広報ふらのはホームページからもご覧になれます。
富良野市ホームページ　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｃｉｔｙ.ｆｕｒａｎｏ.ｈｏｋｋａｉｄｏ.ｊｐ/


